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１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

９
月
２
日
（
水
）
総
務
部
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

９
月
29
日
（
火
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

10
月
16
日
（
金
）
第
３
４
３
回
理
事
会
（
調
整
中
）

11
月
14
日
（
土
）
技
能
五
輪
全
国
大
会
（
愛
知
）

１
月
18
日
（
月
）
第
３
４
４
回
理
事
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会

２０２０年（令和２年）９月１日（火曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７４８号（　）

　

九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
管
工
事
、
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験
や
建
設
業
経

理
士
検
定
試
験
が
実
施
さ
れ

る
。
各
実
施
機
関
で
は
、
試

験
実
施
に
関
す
る
最
新
の
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
期

的
に
確
認
す
る
よ
う
注
意
喚

起
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

留
意
点
な
ど
を
掲
載
し
て
い

る
。
◆
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
は
、
十
月
二
十

五
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
試

験
の
実
施
に
影
響
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
る
の
で
注
意
し

て
ほ
し
い
。
本
試
験
で
は
、

各
試
験
科
目
に
合
格
の
最
低

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

受
験
者
に
と
っ
て
厳
し
い
基

準
と
な
っ
て
い
る
。
◆
働
き

な
が
ら
合
格
を
目
指
す
我
々

業
界
関
係
者
に
と
っ
て
、
限

ら
れ
た
時
間
で
決
め
ら
れ
た

試
験
範
囲
を
効
率
的
に
学
習

す
る
か
、
出
題
頻
度
の
高
い

分
野
を
い
か
に
徹
底
的
に
反

復
学
習
で
き
る
か
が
合
否
を

決
す
る
分
か
れ
目
と
な
る
。

本
会
発
行
の
試
験
問
題
収
録

版
な
ど
で
効
率
よ
く
学
習
を

進
め
て
ほ
し
い
（
正
誤
表
は

本
会
Ｈ
Ｐ
図
書
案
内
に
掲

載
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

石
綿
障
害
予
防
規
則
等
一
部
改
正
の
省
令
等
施
行　

２
面

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
現
地
研
修　
　
　
　
　

２
面

２
０
２
１
年
全
管
連
手
帳
受
付
開
始　
　
　
　
　
　

７
面

令
和
２
年
度
給
水
装
置
工
事
配
管
技
能
検
定
会　
　

８
面

　

国
土
交
通
省
は
七
月
三
十

一
日
、
四
月
二
十
八
日
付
け

で
令
和
二
年
度
技
術
検
定
試

験
に
お
い
て
、
一
級
技
術
検

定
の
実
施
を
一
部
延
期
、
二

級
技
術
検
定
（
前
期
）
の
実

施
を
一
部
中
止
又
は
一
部
延

期
を
決
定
し
て
い
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
を
踏
ま
え
、
延
期
後

の
実
施
時
期
等
に
つ
い
て
発

表
し
た
。
試
験
実
施
機
関
の

（
一
財
）
全
国
建
設
研
修
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い

る
。http://w

w
w
.jctc.

jp/

　

ま
た
各
技
術
検
定
試
験

（
管
・
土
木
）
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
令
和
二
年
七
月
三
十
一

日
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
さ
ら

に
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

 

１
、
管
工
事

（
１
）
一
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験

①
（
学
科
）
令
和
二
年
九
月

十
三
日
（
日
）

②
（
実
地
）
令
和
二
年
十
二

月
六
日
（
日
）。

（
２
）
二
級
管
工
事
施
工
管

技
術
検
定
（
管
工
事
・
土
木
）
の

実
施
日
程
に
つ
い
て

令和２年度

国交省

令
和
３
年
度
水
道
施
設
整
備
費
に

係
る
歩
掛
表
の
改
定
要
望
に

つ
い
て

全管連

　

全
管
連
は
八
月
二
十
日
付

け
で
、（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
経
由
で
厚

生
労
働
省
水
道
課
に
標
記
改

定
要
望
書
を
提
出
し
た
。
主

な
要
望
事
項
（
抜
粋
）
は
次

の
通
り
。

１
．
週
休
２
日
に
取
り
組
む

際
の
「
補
正
係
数
」
の
見
直

し　
（
理
由
）
国
土
交
通
省

で
は
、
働
き
方
改
革
に
取
り

組
め
る
環
境
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、「
週
休
二
日
に
取

り
組
む
際
の
補
正
係
数
」
に

関
し
、
令
和
二
年
度
土
木
工

事
・
業
務
の
積
算
基
準
等
を

改
正
し
た
こ
と
伴
い
、
同
様

の
措
置
を
要
望
す
る
。

２
．
休
日
割
増
を
導
入

（
理
由
）
国
土
交
通
省
で
は
、

「
休
日
割
増
を
導
入
」
し
、

令
和
二
年
度
土
木
工
事
・
業

務
の
積
算
基
準
等
を
改
正
し

た
こ
と
伴
い
、
同
様
の
措
置

を
要
望
す
る
。

３
．
水
道
本
管
布
設
作
業
に

携
わ
る
配
管
工
の
労
務
単
価

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

（
理
由
）
第
一
章
第
二
節
「
工

事
費
の
積
算
」
に
お
け
る
労

務
費
（
２
）
労
務
賃
金
で
は
、

労
務
賃
金
は
、
労
働
者
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
で
あ
っ
て
、

直
接
作
業
に
従
事
し
た
時
間

の
労
務
費
の
基
本
給
を
い

い
、
基
本
給
は
「
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
」
等
を
使
用

望
す
る
。

６
．
工
事
原
価
に
お
け
る
舗

装
工
事
に
係
る
間
接
費
に
つ

い
て
は
国
土
交
通
省
補
正
係

数
を
適
用
す
る
こ
と

（
理
由
）
国
土
交
通
省
に
よ

る
令
和
二
年
度
土
木
工
事
・

業
務
の
積
算
基
準
等
の
改
正

に
伴
い
、
直
接
工
事
費
の
う

ち
、
舗
装
工
事
分
の
直
接
工

事
費
に
対
す
る
間
接
費
は
、

国
交
省
と
同
様
の
補
正
が
行

わ
れ
る
よ
う
な
措
置
を
要
望

す
る
。

７
．
再
利
用
撤
去
の
歩
掛
が

無
い
項
目
は
、
新
設
を
要
望

す
る
。

（
理
由
）
水
道
工
事
の
本
復

旧
に
お
い
て
道
路
管
理
者
か

ら
現
状
復
旧
の
条
件
が
付
与

さ
れ
た
と
き
は
、
現
地
と
同

じ
材
料
の
調
達
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
も
再
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
現
場
が
多
々
あ

る
。
こ
の
際
は
破
損
し
な
い

よ
う
に
丁
寧
に
扱
う
必
要
が

あ
る
な
ど
非
常
に
手
間
の
か

か
る
作
業
で
も
あ
る
。
つ
い

て
は
、
撤
去
再
利
用
の
歩
掛

の
設
定
が
無
い
こ
と
か
ら
、

水
道
工
事
独
自
の
撤
去
再
利

用
の
歩
掛
の
新
設
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
備
考
欄
に
必
要

に
応
じ
保
管
場
所
へ
の
往
復

費
用
（
運
搬
・
積
込
積
卸
）

を
別
途
計
上
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

８
．
再
利
用
撤
去
の
歩
掛
が

有
る
項
目
は
、
日
進
量
の
見

直
し
を
要
望
す
る
。

（
理
由
）
歩
車
道
境
界
ブ
ロ

ッ
ク
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
ブ
ロ
ッ
ク
の
再
利
用
が
多

い
中
、
経
年
に
よ
り
砂
等
が

ブ
ロ
ッ
ク
に
固
く
付
着
し
、

ケ
レ
ン
作
業
な
ど
で
予
定
ど

お
り
に
業
務
は
進
ま
ず
、
国

土
交
通
省
の
施
工
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
積
算
基
準
歩
掛
日
進
量

は
そ
の
実
態
を
反
映
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
水
道
工

事
独
自
の
撤
去
再
利
用
の
日

進
量
の
見
直
し
を
設
定
し
、

備
考
欄
に
必
要
に
応
じ
保
管

場
所
へ
の
往
復
費
用（
運
搬
・

積
込
積
卸
）
を
別
途
計
上
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

９
．
第
１
節
に
試
掘
に
係
る

標
準
歩
掛
を
新
た
に
設
定
さ

れ
た
い
。

（
理
由
）
試
掘
作
業
は
地
下

埋
設
物
の
確
認
の
た
め
人
力

に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
施

設
管
理
者
の
立
会
い
の
下
で

実
施
す
る
作
業
で
も
あ
る
。

よ
っ
て
、
掘
削
中
に
他
の
埋

設
物
が
支
障
と
な
る
こ
と

や
、
占
用
物
件
が
輻
輳
す
る

交
差
点
な
ど
で
は
交
通
規
制

に
よ
る
制
約
を
受
け
る
な

ど
、
そ
の
後
の
作
業
工
程
に

影
響
が
生
じ
る
こ
と
も
多
々

あ
る
た
め
、
水
道
管
布
設
に

係
る
、
人
力
に
よ
る
試
掘
を

前
提
に
試
掘
工
の
標
準
歩
掛

を
独
自
に
作
成
頂
き
た
い
。

10
．最
小
掘
削
幅
の
拡
大（
六

〇
㎝
）
に
つ
い
て

（
理
由
）
水
道
管
布
設
に
係

る
厚
生
労
働
省
の
積
算
基
準

で
は
、
布
設
の
た
め
の
掘
削

幅
は
口
径
（
一
五
〇
㎜
）
で

は
五
五
㎝
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
現
場
で
は
作
業
員
の

体
格
に
よ
る
施
工
の
困
難

や
、
足
が
挟
ま
り
転
倒
す
る

な
ど
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例

も
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
工

事
を
す
る
た
め
に
受
注
者
が

独
自
に
自
己
負
担
で
掘
削
幅

を
広
げ
ざ
る
を
得
な
い
現
状

が
る
た
め
、
掘
削
の
最
小
掘

削
幅
を
六
〇
㎝
と
改
正
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

す
る
も
の
と
さ
れ
、
配
管
工

単
価
を
適
用
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
配
管
工
の
調
査
対

象
工
事
は
、
県
土
整
備
局
発

注
の
建
物
の
設
備
工
事
で
あ

る
。
つ
い
て
は
、
水
道
施
設

工
事
に
係
る
配
管
工
労
務
費

と
し
て
、「
配
水
管
技
能
者
」

資
格
を
有
す
る
配
管
工
が
現

場
に
携
わ
る
場
合
は
、
配
水

管
工
技
能
者
に
は
設
計
労
務

単
価
の
一
・
〇
五
倍
を
適
用

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

４
．
諸
雑
費
率
の
改
善
（
五

％
↓
三
〇
％
）
前
年
度
に
引

き
続
き
継
続
要
望

５
．
鋳
鉄
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
の
補
正
係
数
の
見
直
し

（
理
由
）
既
設
管
撤
去
切
断

に
お
け
る
歩
掛
は
、
第
十
節

既
設
管
撤
去
工
の
撤
去
管
の

切
断
歩
掛
に
よ
り
、
鋳
鉄
三

五
〇
㎜
以
下
で
補
正
係
数

〇
・
二
五
が
適
用
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
補
正
係
数
で
は

現
実
と
乖
離
し
た
厳
し
い
単

価
設
定
と
な
り
、
作
業
実
態

に
合
致
し
て
い
な
い
。

　

実
際
の
撤
去
切
断
作
業

は
、継
手
取
外
し
作
業
同
様
、

ぬ
か
る
ん
だ
足
場
の
悪
い
埋

設
現
場
等
で
行
う
こ
と
が
多

く
、
実
態
に
見
合
っ
た
単
価

に
程
遠
く
、
水
道
事
業
体
に

よ
る
調
査
の
下
、
鋳
鉄
管
継

手
取
外
し
（
〇
・
六
〇
）
を

参
考
に
、
適
正
な
歩
掛
を
要

理
技
術
検
定
試
験

①
（
一
回
目
学
科
・
中
止
）

令
和
二
年
六
月
七
日
（
日
）

②
（
二
回
目
学
科
）

令
和
二
年
十
一
月
十
五
日

（
日
）。

２
、
土
木

（
１
）
一
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験

①
（
学
科
）
令
和
二
年
十
月

四
日
（
日
）

②
（
実
地
）
令
和
二
年
十
二

月
六
日
（
日
）。

（
２
）
二
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験

①
（
一
回
目
学
科
・
中
止
）

令
和
二
年
六
月
七
日
（
日
）

②
（
二
回
目
学
科
）

令
和
二
年
十
月
二
十
五
日

（
日
）。
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給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
現
地
研
修

３
県
（
長
野
・
静
岡
・
山
梨
）
で
開
催

全管連

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
の
更
新
の
際

の
確
認
事
項
と
し
て
必
要
と

な
る
主
任
技
術
者
の
技
術
等

の
習
得
を
目
指
す
「
現
地
研

修
会
」
を
全
管
連
、
都
道
府

県
連
組
合
と
連
携
し
て
開
催

し
て
い
る
。

　

八
月
に
実
施
さ
れ
た
研
修

会
は
以
下
の
通
り
。
当
日
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

出
席

○
静
岡
県

・
八
月
二
十
七
日
（
木
）
午

前
・
午
後
（
竜
洋
な
ぎ
の
木

会
館
・
磐
田
市
）
七
十
名
出

席○
山
梨
県

・
八
月
二
十
八
日
（
金
）、

二
十
九
日
（
土
）
午
前
・
午

後
（
山
梨
県
立
中
小
企
業
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
）
百
十
七

名
出
席

　

開
催
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
全
管
連
事
務
局
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
延
期
又
は
中
止
の
判
断

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
研
修
の
実
施
に
際
し
、

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
で

は
、（
一
財
）
建
設
業
振
興

基
金
の
運
営
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制

松本市で行われた現地研修
講師を務めた本会・熊野技
術参与

︱�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い

　

現
地
研
修
を
開
催
︱

︱
受
講
者
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｄ
３
単
位
を
付
与
︱

令和２年度　給水装置工事主任技術者現地研修の開催日程
令和２年８月30日現在

度
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
講
習

実
施
者
）
と
し
て
登
録
申
請

を
行
い
、
給
水
装
置
工
事
主

任
技
術
者
研
修
に
三
単
位
の

Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
振
興

基
金
で
は
、「
管
工
事
施
工

管
理
技
士
」、「
給
水
装
置
工

事
主
任
技
術
者
」を
対
象
に
、

二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
「
建

築
・
設
備
施
工
管
理
Ｃ
Ｐ
Ｄ

制
度
」
を
リ
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
お
り
、
こ
う
し
た
動
向
に

伴
い
、
給
水
工
事
財
団
が
同

研
修
会
の
開
催
メ
リ
ッ
ト
を

高
め
る
た
め
対
応
し
た
も

の
。

　

今
後
、
同
研
修
会
を
受
講

し
Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ま

ず
振
興
基
金
へ
の
技
術
者
登

録
が
必
要
と
な
る
が
、
研
修

当
日
は
会
場
に
出
席
者
名
簿

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

自
分
の
Ｉ
Ｄ
と
氏
名
（
カ
タ

カ
ナ
）
を
ご
記
入
す
る
こ
と

で
申
請
は
完
了
と
な
る
。

　

詳
し
く
は
振
興
基
金　

試

験
管
理
・
講
習
部
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ

窓
口
）
〇
三
︱
五
四
七
三
︱

一
五
八
五
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

※
Ｃ
Ｐ
Ｄ
と
は
、
技
術
者

の
継
続
教
育
の
こ
と
で
、
地

方
公
共
団
体
等
の
公
共
工
事

で
は
品
質
確
保
の
観
点
か
ら

「
総
合
評
価
方
式
」
の
評
価

に
Ｃ
Ｐ
Ｄ
を
取
り
入
れ
、
技

術
者
の
継
続
学
習
の
取
組
を

評
価
す
る
事
例
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
事
項
審
査
に

お
け
る
Ｗ
項
目
で
の
加
点
評

価
が
現
在
国
交
省
で
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

№ 会員名 開催日 会場 会場定員

1 岩手・連

12月２日㈬ 花巻市文化会館 200名

12月３日㈭ 奥州市文化会館 160名

12月４日㈮ 久慈市民体育館　 120名

2 山形・連 ９月1８日㈮午後 やまぎん県民ホール 500名

3 茨城・連 ９月８日㈫午後 県南管工事協同組合 100名

4 栃木・連

10月7日㈬午前・午後 太田原西地区公民館 30名

10月９日㈮午前・午後
栃木県教育会館

55名

10月12日㈪午前・午後 55名

5 埼玉 ･ 連 令和３年
２月1８日㈭、19日㈮ 埼玉県管工事会館 160名

6 富山・連 11月10日㈫午前・午後 
11月11日㈬午前・午後 富山市管工事協同組合 60名

7 岐　　阜 11月6日㈮午後 岐阜県管設備工業協同組合 50名

8 静岡・連 ９月３日㈭午前・午後 富士市産業交流展示場 60名

9 滋賀・連 11月17日㈫午後 草津市市民交流プラザ 50名

10 奈良・連 10月８日㈭午前 ホテルリガーレ春日野（奈
良市） 60名

11 宮崎・連
11月10日㈫午後 宮崎県技能検定センター 100名

11月11日㈬午前 都城市中央公民館 100名
※新型コロナウイルス感染症の影響により、延期又は中止の判断を行う場合があります。

症
対
策
の
た

め
、
消
毒
や
検

温
を
行
う
等
の

対
応
を
行
っ

た
。

○
長
野
県

・
八
月
二
十
日

（
木
）
午
前
・

午
後
（
あ
ず
さ

会
館
）
百
十
名

　

厚
生
労
働
省
は
、
八
月
四

日
付
で
労
働
基
準
局
長
名
を

も
っ
て
本
会
宛
に
標
記
を
通

知
し
た
。

　

詳
細
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス（
八

月
四
日
付
）
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　

同
省
に
お
い
て
は
、
平
成

十
八
年
九
月
一
日
に
製
造
、

輸
入
、
譲
渡
、
提
供
又
は
使

用
が
原
則
禁
止
さ
れ
た
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
つ
い
て
、

今
な
お
現
存
す
る
多
く
の
建

築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
に

石
綿
含
有
材
料
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
安
全

衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

律
第
五
十
七
号
。
以
下「
法
」

と
い
う
。）
に
基
づ
き
、
石

綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十

七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十

一
号
。
以
下
「
石
綿
則
」
と

い
う
。）
を
定
め
、
建
築
物
、

工
作
物
又
は
船
舶
の
解
体
又

は
改
修
作
業
を
行
う
場
合
に

実
施
す
べ
き
措
置
を
罰
則
付

き
で
義
務
づ
け
て
き
た
が
、

石
綿
則
で
義
務
づ
け
て
い
る

作
業
開
始
前
の
石
綿
等
の
使

石
綿
障
害
予
防
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の

施
行
に
つ
い
て

厚労省

用
の
有
無
の
調
査
や
、
労
働

基
準
監
督
署
へ
の
届
出
が
適

切
に
な
さ
れ
て
い
な
い
事

例
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て

い
る
建
築
物
等
を
解
体
又
は

改
修
す
る
と
き
に
必
要
な
措

置
を
実
施
し
て
い
な
い
事
例

が
散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
省
に
お
い
て
開
催
し

た
「
建
築
物
の
解
体
・
改
修

等
に
お
け
る
石
綿
ば
く
露
防

止
対
策
等
検
討
会
」
の
議
論

を
踏
ま
え
、
建
築
物
、
工
作

物
及
び
船
舶
の
解
体
工
事
及

び
改
修
工
事
に
お
け
る
石
綿

等
へ
の
ば
く
露
に
よ
る
健
康

障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
石

綿
則
等
を
改
正
す
る
と
と
も

に
、
改
正
後
の
石
綿
則
に
基

づ
く
告
示
を
制
定
し
た
。
本

会
を
含
む
関
係
団
体
へ
石
綿

対
策
の
重
要
性
も
含
め
改
正

趣
旨
、
内
容
等
の
周
知
に
協

力
を
求
め
て
い
る
。

　

改
正
趣
旨
、
内
容
等
の
概

要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
工
事
開
始
前
の
石
綿

の
有
無
の
調
査

・
工
事
対
象
と
な
る
全
て
の

部
材
に
つ
い
て
、
石
綿
が
含

ま
れ
て
い
る
か
を
事
前
に
設

計
図
書
な
ど
の
文
書
と
目
視

で
調
査
し
（
事
前
調
査
）、

調
査
結
果
の
記
録
を
三
年
間

保
存
す
る
こ
と
が
義
務
に
な

り
ま
す（
令
和
三
年
四
月
～
）

・
建
築
物
の
事
前
調
査
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
講

習
を
修
了
し
た
者
等
に
行
わ

せ
る
こ
と
が
義
務
に
な
り
ま

す
（
令
和
五
年
十
月
～
）

（
２
）
工
事
開
始
前
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
の
届
出

・
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
保

温
材
等
の
除
去
等
工
事
の
計

画
は
十
四
日
前
ま
で
に
労
働

基
準
監
督
署
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
に
な
り
ま
す
（
令

和
三
年
四
月
～
）

・
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物

や
特
定
の
工
作
物
の
解
体
・

改
修
工
事
は
、
事
前
調
査
の

結
果
等
を
電
子
シ
ス
テ
ム

（
ス
マ
ホ
も
可
）
で
届
け
出

る
こ
と
が
義
務
に
な
り
ま
す

（
令
和
四
年
四
月
～
）

（
３
）
吹
付
石
綿
・
石
綿
含

有
保
温
材
等
の
除
去
工
事
に

対
す
る
規
制

・
除
去
工
事
が
終
わ
っ
て
作

業
場
の
隔
離
を
解
く
前
に
、

資
格
者
に
よ
る
石
綿
等
の
取

り
残
し
が
な
い
こ
と
の
確
認

が
義
務
に
な
り
ま
す
（
令
和

三
年
四
月
～
）

（
４
）
石
綿
含
有
仕
上
塗
材
・

成
形
板
等
の
除
去
工
事
に
対

す
る
規
制

・
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
仕

上
塗
材
を
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
等
を
用
い
て
除
去
す

る
工
事
は
、
作
業
場
の
隔
離

が
義
務
に
な
り
ま
す
（
令
和

三
年
四
月
～
）

・
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
け

い
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
第
１
種

を
切
断
、
破
砕
等
す
る
工
事

は
、
作
業
場
の
隔
離
が
義
務

に
な
り
ま
す
（
令
和
二
年
十

月
～
）

・
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
成

形
板
等
の
除
去
工
事
は
、
切

断
、
破
砕
等
に
よ
ら
な
い
方

法
で
行
う
こ
と
が
原
則
義
務

に
な
り
ま
す
（
令
和
二
年
十

月
～
）

（
５
）
写
真
等
に
よ
る
作
業

の
実
施
状
況
の
記
録

・
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
建

築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
の

解
体
・
改
修
工
事
は
、
作
業

の
実
施
状
況
を
写
真
等
で
記

録
し
、
三
年
間
保
存
す
る
こ

と
が
義
務
に
な
り
ま
す
（
令

和
三
年
四
月
～
）

建
築
物
・
工
作
物
・
船
舶
の
解
体
工
事
、

リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
繕
な
ど
の
改
修
工
事
に
対
す
る

石
綿
対
策
の
規
制
が
強
化

令
和
２
年
度
版
「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
に
関
す
る
支
援
制
度
検

索
サ
イ
ト
」
を
公
開

　
（
一
社
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
推
進
協
議
会
は
八
月
二
十

日
、
地
方
公
共
団
体
が
行
っ

て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関

連
の
補
助
金
な
ど
が
検
索
で

き
る
「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係

ム
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
同

協
議
会
で
は
消
費
者
や
事
業

者
が
広
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
各
地
の
支
援
制
度
を
容

易
に
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
提
供
し
て
い
る
。
都
道
府

県
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
市
区

町
村
ご
と
の
支
援
制
度
が
検

索
で
き
る
。

わ
る
支
援
制
度
検

索
サ
イ
ト
」
の
令

和
二
年
度
版
を
公

開
し
た
。

h
ttp
://w

w
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j-reform
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r
e
f
o
r
m
-

support/

　

全
国
の
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー



　

国
土
交
通
省
は
、
七
月
三

十
一
日
付
を
も
っ
て
不
動

産
・
建
設
経
済
局
建
設
市
場

整
備
課
長
名
で
本
会
宛
に
標

記
を
次
の
と
お
り
通
知
さ
れ

た
。

　

詳
し
く
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
七
月
三
十
一
日
付
）
を
参

照
下
さ
い
。

下
請
代
金
の
決
定
に
当
た
っ

て
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

を
参
考
資
料
と
し
て
取
り
扱

う
場
合
の
留
意
事
項
に
つ
い

て
　

下
請
契
約
に
お
け
る
請
負

社
に
必
要
な
現
場
管
理
費

（
法
定
福
利
費
等
）
及
び
一

般
管
理
費
等
の
諸
経
費
を
適

正
に
考
慮
す
る
。」「
東
京
電

力
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力

発
電
所
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
作
業
で
は
、
労
働
者
の
賃

金
等
に
加
え
て
特
殊
な
作
業

環
境
及
び
安
全
確
保
を
踏
ま

え
た
手
当
、
諸
経
費
を
適
正

に
考
慮
す
る
。」
等
、
上
述

の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
意
味
を
十
分
に
理
解
の

上
、
適
切
な
取
扱
い
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
併
せ
て
、
周
知

徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
に
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
に
伴
い
必
要
と
な
る
企

業
経
費
（
法
定
福
利
費
、
労

務
管
理
費
、安
全
管
理
費
等
）

を
試
算
の
上
、
加
算
し
た
金

額
（
参
考
値
）
の
公
表
を
行

っ
て
い
る
。（
下
図
参
照
）

代
金
の
設
定
に
当
た
っ
て

は
、「
下
請
契
約
及
び
下
請

代
金
支
払
の
適
正
化
並
び
に

施
工
管
理
の
徹
底
等
に
つ
い

て
」（
令
和
二
年
七
月
三
十

一
日
付
け
国
不
建
推
第
三

号
・
国
不
建
整
第
六
号
）
に

よ
り
、
書
面
に
よ
る
見
積
依

頼
及
び
建
設
業
法
施
行
令
第

六
条
で
定
め
る
見
積
期
間
の

設
定
、
明
確
な
経
費
内
訳
に

よ
る
見
積
書
の
提
出
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
双
方
の
協
議

等
の
適
正
な
手
順
に
よ
る
と

と
も
に
、
適
切
な
水
準
の
賃

金
等
に
加
え
て
一
般
管
理
費

等
の
必
要
な
諸
経
費
を
適
正

に
考
慮
す
る
よ
う
、
貴
会
傘

下
建
設
企
業
に
対
し
指
導
の

徹
底
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

は
、
公
共
工
事
の
工
事
費
の

積
算
に
用
い
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
所
定
労
働
時
間
内

八
時
間
当
た
り
の
労
務
単
価

と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
所
定
時
間
外
の
労
働

に
対
す
る
割
増
賃
金
や
現
場

管
理
費
（
法
定
福
利
費
等
）、

一
般
管
理
費
等
の
諸
経
費
は

含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

貴
会
傘
下
建
設
企
業
に
お

い
て
、
下
請
代
金
の
決
定
に

当
た
っ
て
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
を
参
考
資
料
と
し
て

取
り
扱
う
場
合
に
は
、
例
え

ば
、「
交
通
誘
導
業
務
の
契

約
で
は
、
交
通
誘
導
警
備
員

の
賃
金
等
に
加
え
て
警
備
会

下
請
代
金
の
決
定
に
当
た
っ
て

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
参
考

資
料
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
の

留
意
事
項
に
つ
い
て

国交省 国交省

　

国
土
交
通
省
は
、
七
月
三

十
一
日
付
を
も
っ
て
不
動

産
・
建
設
経
済
局
長
名
で
本

会
宛
に
標
記
を
次
の
と
お
り

通
知
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
着

ト
ピ
ッ
ク
ス
（
七
月
三
十
一

日
）
を
参
照
下
さ
い
。

　

下
請
契
約
及
び
下
請
代
金

支
払
の
適
正
化
並
び
に
施
工

管
理
の
徹
底
等
に
つ
い
て

　

今
後
、
資
金
需
要
の
増
大

が
予
想
さ
れ
る
夏
期
を
控

え
、
と
り
わ
け
経
営
基
盤
の

脆
弱
な
中
小
企
業
が
多
数
を

占
め
る
下
請
建
設
企
業
に
対

下
請
契
約
及
び
下
請
代
金
支
払
の

適
正
化
並
び
に
施
工
管
理
の
徹
底

等
に
つ
い
て

す
る
適
正
な
代
金
支
払
等
の

確
保
に
つ
い
て
、
そ
の
経
営

の
安
定
・
健
全
性
を
確
保
す

る
た
め
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
今
般
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
措

置
の
影
響
に
よ
り
、
下
請
建

設
企
業
や
技
能
労
働
者
の
事

業
や
生
業
の
継
続
に
支
障
が

生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
特

段
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て

は
、「
建
設
業
法
令
遵
守
推

進
本
部
」
の
設
置
に
よ
る
指

導
監
督
体
制
の
強
化
、
建
設

業
法
令
違
反
行
為
の
情
報
収

集
を
目
的
と
し
た
「
駆
け
込

み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」の
開
設
、

建
設
企
業
が
守
る
べ
き
下
請

取
引
上
の
ル
ー
ル
を
示
し
た

「
建
設
業
法
令
遵
守
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
平
成
十
九
年
六

月
二
十
九
日
国
総
建
第
百

号
。）
の
策
定
等
、
元
請
負

人
と
下
請
負
人
と
の
関
係
の

適
正
化
の
よ
り
一
層
の
推
進

に
努
め
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
元
請
負

人
と
下
請
負
人
の
間
に
お
い

て
赤
伝
処
理
等
に
よ
る
一
方

的
な
代
金
の
差
し
引
き
、
指

値
発
注
に
よ
る
不
適
切
な
下

請
取
引
、
追
加
・
変
更
契
約

の
締
結
拒
否
、
下
請
負
人
の

責
に
よ
ら
な
い
や
り
直
し
工

事
の
強
制
、
正
当
な
理
由
が

な
い
長
期
間
に
わ
た
る
支
払

保
留
等
、
下
請
負
人
へ
の
し

わ
寄
せ
が
依
然
と
し
て
存
在

す
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
現
場
に

お
け
る
品
質
管
理
や
施
工
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。

　

加
え
て
、
第
百
九
十
八
回

通
常
国
会
に
お
い
て
は
、
著

し
く
短
い
工
期
に
よ
る
請
負

契
約
の
締
結
の
禁
止
等
を
内

容
と
す
る
「
建
設
業
法
及
び

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約

の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
令
和
元
年
法
律
第
三

十
号
。
以
下「
一
部
改
正
法
」

と
い
う
。）
が
昨
年
六
月
十

二
日
に
公
布
さ
れ
、
一
部
規

定
を
除
き
、
本
年
十
月
よ
り

施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
（
改
正
後
の
建
設
業
法
を

以
下
「
改
正
建
設
業
法
」
と

い
う
。）。
ま
た
、
適
正
な
額

の
請
負
代
金
及
び
工
期
に
よ

る
下
請
契
約
の
締
結
等
を
規

定
す
る
「
公
共
工
事
の
品
質

確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
五

号
。
以
下
「
改
正
品
確
法
」

と
い
う
。）
が
昨
年
六
月
十

四
日
に
公
布
さ
れ
、
同
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
。
加
え
て
、

改
正
品
確
法
を
受
け
て
「
公

共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
」
の
一
部
変
更
が
昨
年

十
月
十
八
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
同
月
二
十
一
日
付
け
で

告
示
（
令
和
元
年
国
土
交
通

省
告
示
第
七
百
二
十
一
号
。

以
下
「
改
正
品
確
法
基
本
方

針
」
と
い
う
。）
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
貴
団
体
傘
下

建
設
企
業
等
に
対
し
、
関
係

法
令
、「
建
設
工
事
の
工
期

に
関
す
る
基
準
」（
令
和
二

年
七
月
中
央
建
設
業
審
議
会

答
申
。）
や
「
建
設
業
法
令

遵
守
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を

遵
守
す
る
ほ
か
、
改
正
建
設

業
法
等
の
趣
旨
及
び
下
記
事

項
に
十
分
留
意
し
、
下
請
契

約
に
お
け
る
適
正
な
工
期
の

確
保
、
請
負
代
金
の
設
定
及

び
適
切
な
代
金
の
支
払
等
、

元
請
負
人
と
下
請
負
人
の
間

の
取
引
の
適
正
化
及
び
施
工

管
理
の
よ
り
一
層
の
徹
底
等

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
会
議

や
講
習
会
の
開
催
な
ど
に
よ

り
現
場
事
務
所
に
至
る
ま
で

指
導
さ
れ
た
い
。

１
．
見
積
り
に
つ
い
て（
略
）

２
．
社
会
保
険
加
入
の
徹
底

に
つ
い
て
（
以
下
略
）

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

準
備
講
習
会

　

本
会
で
は
、
平
成
二
十
六

年
度
よ
り
水
道
法
に
基
づ
く

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

の
資
格
取
得
支
援
の
た
め
、

受
験
参
考
書
の
頒
布
に
加

え
、
会
員
組
合
が
主
催
す
る

講
習
会
に
講
師
を
斡
旋
し
て

い
る
。

　

今
年
度
は
、宮
城（
石
巻
）、

―
　
新
潟
会
場
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
　
―

準備講習会（新潟会場）

全管連

山
形
、
埼
玉
、
新
潟
、
長
野
、

石
川
、鳥
取
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
七
支
部
に
講
師
を
斡
旋
す

る
。

　

八
月
二
十
九
日
、
三
十
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

た
講
習
会
（
新
潟
会
場
）
は

会
場
と
講
師
の
安
田
技
術
参

与
の
い
る
全
管
連
会
館
を
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ソ
フ
ト
で
結
ぶ

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
来
年
度
以
降
の

講
習
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
同
様
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
す
る
検
討
を

し
て
い
る
。

３ ２０２０年（令和２年）９月１日（火曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７４８号（　）



　

厚
生
労
働
省
は
、
七
月
十

日
付
で
、
厚
生
労
働
事
務
次

官
名
を
も
っ
て
本
会
に
標
記

を
通
知
さ
れ
た
。
詳
細
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト

ピ
ッ
ク
ス
（
七
月
十
日
付
）

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
二
年
度（
第
七
十
一
回
）

全
国
労
働
衛
生
週
間
に
関
す

る
協
力
依
頼
に
つ
い
て
（
概

要
）

１
．
趣
旨

　

厚
生
労
働
省
は
、
十
月
一

日
（
木
）
か
ら
七
日
（
水
）

ま
で
、「
み
な
お
し
て　

職

場
の
環
境　

か
ら
だ
の
健

康
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
令

和
二
年
度
「
全
国
労
働
衛
生

週
間
」
を
実
施
す
る
。
同
週

間
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理

や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、

労
働
衛
生
に
関
す
る
国
民
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

職
場
で
の
自
主
的
な
活
動
を

促
し
て
労
働
者
の
健
康
を
確

保
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

昭
和
二
十
五
年
か
ら
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
七
十
一
回
目
と
な
る
。

　

毎
年
十
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
を
本
週
間
、
九
月
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
を
準
備
期

間
と
し
、
各
職
場
で
職
場
巡

視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
示
、
労

働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・

見
学
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
展
開
す
る
。

　

労
働
衛
生
分
野
で
は
、
過

重
労
働
等
に
よ
り
労
働
者
の

命
が
失
わ
れ
る
こ
と
や
健
康

障
害
、
職
場
に
お
け
る
労
働

者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
、
病
気
を
抱
え
た
労
働
者

に
対
す
る
治
療
と
仕
事
の
両

立
支
援
、
化
学
物
質
に
よ
る

重
篤
な
健
康
障
害
な
ど
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
過

労
死
等
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
働
き
方
改
革
の
推
進
と

相
ま
っ
て
、
長
時
間
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
の
防
止
対
策

及
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
推
進
、
病
気
を
抱
え
た
労

働
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立

支
援
を
社
会
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
の
整
備
、
化
学

物
質
対
策
に
つ
い
て
は
、
特

定
化
学
物
質
障
害
予
防
規

則
、
石
綿
障
害
予
防
規
則
等

の
関
係
法
令
に
基
づ
く
取
組

の
徹
底
等
を
図
る
と
と
も

に
、
各
事
業
場
に
お
け
る
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
そ

の
結
果
に
基
づ
く
リ
ス
ク
低

減
対
策
の
実
施
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
令
和
二
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
一
般
公
募
に

応
募
の
あ
っ
た
二
百
五
十
四

作
品
の
中
か
ら
選
考
、
槙
尾

浩
二
さ
ん
（
埼
玉
）
の
作
品

に
決
定
し
た
。

２
．
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
み
な
お
し
て　

職
場
の

環
境　

か
ら
だ
の
健
康
」

３
．
期
間

　

十
月
一
日
か
ら
十
月
七
日

ま
で
と
す
る
。
な
お
、
全
国

労
働
衛
生
週
間
の
実
効
を
上

げ
る
た
め
、
九
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
を
準
備
期

間
と
す
る
。

４
．
主
唱
者

　

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会

５
．
協
賛
者

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会
、
港
湾
貨

物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

協
会
、
林
業
・
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会

６
．
協
力
者

　

関
係
行
政
機
関
、
地
方
公

共
団
体
、
安
全
衛
生
関
係
団

体
、
労
働
団
体
及
び
事
業
者

団
体

７
．
実
施
者　

各
事
業
場

８
．
主
唱
者
、
協
賛
者
の
実

施
事
項

（
一
）
労
働
衛
生
広
報
資
料

等
の
作
成
、
配
布
を
行
う
。 

（
二
）
雑
誌
等
を
通
じ
て
広

報
を
行
う
。

（
三
）
労
働
衛
生
講
習
会
等

を
開
催
す
る
。

（
四
）
事
業
場
の
実
施
事
項

に
つ
い
て
指
導
援
助
す
る
。

（
五
）
そ
の
他
「
全
国
労
働

衛
生
週
間
」
に
ふ
さ
わ
し
い

行
事
等
を
行
う
。 

９
．
協
力
者
へ
の
依
頼

　

主
唱
者
は
、
上
記
８
の
事

項
を
実
施
す
る
た
め
、
協
力

者
に
対
し
、
支
援
、
協
力
を

依
頼
す
る
こ
と
。

10
．
実
施
者
の
実
施
事
項

　

労
働
衛
生
水
準
の
よ
り
一

層
の
向
上
及
び
労
働
衛
生
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管

理
活
動
の
定
着
を
目
指
し

て
、各
事
業
場
に
お
い
て
は
、

事
業
者
及
び
労
働
者
が
連

携
・
協
力
し
つ
つ
、
本
週
間

や
準
備
期
間
中
に
お
け
る
実

施
事
項
を
実
施
す
る
。 

（
以

下
略
）

全
国
労
働
衛
生
週
間
に
関
す
る

協
力
依
頼
に
つ
い
て

厚労省

２年度
後　期

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

―
建
築
配
管
　
受
付
10
月
５
日
〜
10
月
16
日
―

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

は
令
和
二
年
度
後
期
技
能
検

定
試
験
の
建
築
配
管
職
種
の

日
程
に
つ
い
て
、
別
表
の
と

お
り
公
表
し
た
。

　

技
能
検
定
の
合
格
者
に

は
、
厚
生
労
働
大
臣
名
（
特

級
、
一
級
、
単
一
等
級
）
ま

た
は
都
道
府
県
知
事
名
（
二

級
、
三
級
）
の
合
格
証
書
が

交
付
さ
れ
、
技
能
士
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
国

家
資
格
を
受
検
す
る
際
に
特

典
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
技
能
検
定
は
技

能
五
輪
全
国
大
会
の
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、
二
級
レ
ベ
ル

の
実
技
で
実
施
さ
れ
る
都
道

府
県
の
予
選
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
る
か
、
業
種
別
団
体

等
か
ら
推
薦
を
受
け
た
者

が
、
都
道
府
県
職
業
能
力
開

発
協
会
の
推
薦
で
全
国
大
会

に
出
場
で
き
ま
す
。
な
お
、

令
和
三
年
度
に
東
京
都
で
第

五
十
九
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

１
、
試
験
内
容

　

検
定
職
種
ご
と
に
実
技
試

験
及
び
学
科
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

実
技
試
験
は
原
則
と
し

て
、
試
験
日
に
先
立
っ
て
そ

の
課
題
が
公
表
さ
れ
る
。
試

験
時
間
は
概
ね
四
〜
五
時
間

で
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、
標

準
時
間
と
打
ち
切
り
時
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、職
種
に
よ
っ
て
は
、

実
際
的
な
判
断
等
を
試
験
す

る
判
断
等
試
験
や
計
画
立
案

等
作
業
試
験
の
手
法
に
よ
り

実
技
試
験
が
行
わ
れ
る
が
、

こ
の
場
合
試
験
問
題
は
事
前

公
表
さ
れ
な
い
。

　

学
科
試
験
は
職
種
（
作

業
）、
等
級
ご
と
に
全
国
統

一
し
て
同
一
の
日
に
行
わ
れ

る
。
合
格
基
準
は
、
百
点
を

満
点
と
し
て
、
原
則
と
し
て

実
技
試
験
は
六
十
点
以
上
、

学
科
試
験
は
六
十
五
点
以
上

と
な
っ
て
い
る
。

２
、
受
検
資
格

　

原
則
と
し
て
検
定
職
種
に

関
す
る
実
務
経
験
が
必
要
で

あ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
実
務

経
験
の
年
数
は
以
下
の
と
お

り
だ
が
、
職
業
訓
練
歴
、
学

歴
等
に
よ
り
短
縮
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
特
級
・
一
級
合

格
後
五
年
以
上
、
一
級
・
七

年
以
上
、
二
級
・
二
年
以
上
、

三
級
・
〇
、
単
一
等
級
・
三

年
以
上
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
（
指

導
員
免
許
取
得
、
職
業
訓
練

に
お
け
る
技
能
照
査
合
格

等
）
に
よ
り
試
験
の
一
部
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

３
、
受
検
申
込
み

　

受
検
申
請
受
付
期
間
内

に
、受
検
手
数
料
を
添
え
て
、

受
検
申
請
書
を
各
都
道
府
県

職
業
能
力
開
発
協
会
に
提
出

く
だ
さ
い
。

後　　期
試験案内開始日

令和
２年

９／１（火）

申請受付期間 10／５㈪～
10／16㈮

実技試験問題の
公表＊１ 11／27(金)

実技試験＊２ 12／４（金）～
令和３年　２／14㈰

令和
３年学科試験＊３ １／24㈰・１／31㈰

２／３㈬・２／７㈰
合格発表 ３／12㈮
※１　 一部職種の製作等作業試験と全職種の計画立案等作業試験は概要

のみが公表されます。
※２　期間中のいずれかの日で実施されます。
※３　職種、等級ごとに全国統一日に実施されます。

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
が
十
月
二
十
五
日

（
日
）に
実
施
す
る
令
和
二
年

度
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
試
験
の
受
験
申
込
者
数

は
、
八
月
二
十
八
日
現
在
、

約
一
万
三
千
四
百
名
と
な
る

見
込
み
（
令
和
元
年
度
は
一

万
五
千
二
百
七
十
七
名
）。

　

令
和
二
年
度
試
験
は
、
北

海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、

関
西
、
中
国
四
国
、
九
州
、

沖
縄
で
実
施
さ
れ
る
。
試
験

会
場
は
九
月
中
旬
を
目
途
に

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
、
そ
の
後
受
験
票
に

記
載
さ
れ
郵
送
さ
れ
る
。
な

お
、
そ
の
際
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
も
同
封

さ
れ
る
。
そ
の
他
緊
急
の
お

知
ら
せ
が
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s
:/
/
w
w
w
.

kyuukou.or.jp

）
に
掲
載

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注

意
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
受
験
に
当
た
っ
て

の
注
意
事
項
は
次
の
と
お

り
。

◇
受
験
に
当
た
っ
て
の
注
意

事
項

１
、
受
験
票
は
試
験
当
日
必

ず
持
参
す
る
こ
と
。
受
験
票

を
持
参
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
受
験
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。

２
、
筆
記
用
具
等
の
持
参
。

３
、
昼
食
の
持
参
（
試
験
会

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

　

約
１
万
３
４
０
０
名
が
申
込
み

―
　
10
月
25
日
　
全
国
８
地
区
で
実
施
へ
　
―

令和２年度

場
の
近
く
に
は
食
堂
が
少
な

い
の
で
注
意
す
る
こ
と
）。

４
、
車
の
来
場
は
禁
止
。

　

合
格
者
の
発
表
は
、
十
一

月
三
十
日
（
月
）
午
前
十
時

に
、
厚
生
労
働
省
及
び
給
水

工
事
技
術
振
興
財
団
の
掲
示

場
に
そ
の
受
験
番
号
を
掲
示

し
て
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
る
。

　

合
格
者
に
は
合
格
証
書
が

郵
送
さ
れ
る
。
全
試
験
科
目

の
出
題
数
は
六
十
問
で
変
わ

ら
な
い
が
、
平
成
二
十
六
年

度
よ
り
「
水
道
行
政
」
の
七

問
を
六
問
に
、「
給
水
装
置

計
画
論
」
の
五
問
を
六
問
に

変
更
し
た
。

　

な
お
、
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ

ル
七
月
号
に
試
験
直
前
対
策

と
し
て
、「
出
題
傾
向
の
分

析
」を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

ご
活
用
さ
れ
た
い
。

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
問
題
と

解
説
六
訂
第
一
版
」及
び「
平

成
27
〜
令
和
元
年
度
試
験
問

題
収
録
版
」
の
ご
案
内

　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
好
評
頒
布
中
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
求
め
は
全
管
連
所
属

の
地
元
組
合
又
は
全
管
連
へ

お
申
込
下
さ
い
。
全
管
連
に

直
接
お
申
込
の
場
合
は
、
最

寄
り
の
郵
便
局
で
現
金
書
留

又
は
郵
便
振
替
（
口
座
番
号

〇
〇
一
一
〇
―
六
―
八
八
六

一
四
）
を
利
用
し
て
前
金
に

て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

〇
「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
問
題

と
解
説
六
訂
第
一
版
」

　

令
和
元
年
度
ま
で
の
出
題

内
容
を
精
査
し
、さ
ら
に（
公

財
）
給
水
工
事
技
術
振
興
財

団
発
行
の
「
給
水
装
置
工
事

技
術
指
針
」
を
参
考
文
献
と

し
て
、
内
容
を
充
実
さ
せ
ま

し
た
。

　

本
書
は
、
実
際
の
試
験
に

向
け
て
十
分
な
演
習
が
で
き

る
な
ど
、
本
試
験
に
対
応
し

た
形
式
と
し
て
、
解
答
及
び

詳
細
な
解
説
を
加
え
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
作
り
と
な
っ
て

お
り
、
受
験
者
の
方
々
の
必

携
の
一
冊
で
す
（
価
格
は
い

ず
れ
も
税
込
）。

①
体
裁　

Ｂ
五
判
、
三
百
七

十
二
頁
。

②
定
価　

三
千
八
百
五
十

円
。

③
送
料　

一
冊　

五
百
六

円
。

〇
平
成
二
十
七
年
度
〜
令
和

元
年
度
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
問
題
収
録
版

　

直
近
五
ヶ
年
（
平
成
二
十

七
年
度
〜
令
和
元
年
度
）
の

試
験
問
題
は
、「
技
術
指
針
」

か
ら
の
出
題
頻
度
が
非
常
に

高
く
、
受
験
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
同
書
を
効
率
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
合
格
へ

の
近
道
に
な
る
こ
と
か
ら
、

本
書
で
は
、
直
近
五
ヶ
年
の

試
験
問
題
に
そ
の
解
説
・
解

答
を
添
え
、
試
験
の
傾
向
と

出
題
の
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
直
近

五
ヶ
年
の
試
験
問
題
毎
に
技

術
指
針
の
ど
こ
か
ら
出
題
さ

れ
て
い
る
か
を
表
記
し
、
同

書
と
併
用
し
た
学
習
が
可
能

で
す
。 

①
体
裁　

Ｂ
五
判
、
二
百
十

二
頁
。

②
定
価　

三
千
三
百
円
。

③
送
料　

一
冊　

四
百
五
十

一
円
。

※
「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
」
と

「
収
録
版
」各
一
冊（
計
二
冊
）

の
セ
ッ
ト
送
料
は
六
百
二
十

円
（
税
込
・
全
国
一
律
料
金
）

と
な
り
ま
す
。

令和２年度

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

技
能
者
登
録
数
が
30
万
人
を
突
破
国交省・
振興基金

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
運
用
主
体
で
あ
る
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金

は
、
同
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

七
月
三
十
一
日
時
点
の
登
録

者
数
が
技
能
者
で
三
十
二
万

四
千
三
百
九
十
人
に
な
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。（
別

掲
参
照
）

　

技
能
者
登
録
数
が
十
万
人

を
超
え
た
の
は
昨
年
八
月
、

二
十
万
人
を
超
え
た
の
は
本

年
二
月
で
、
昨
年
七
月
末
時

点
と
比
較
す
る
と
一
年
間
で

約
三
・
九
倍
の
伸
び
と
な
っ

て
い
る
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」）の
本

格
運
用
が
開
始
さ
れ
、
本
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
政
策
が

展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

本
年
三
月
末
現
在
の
建
設
業

許
可
業
者
数
は
約
四
十
七
万

二
千
四
百
七
十
三
業
者
の
う

ち
、
建
設
業
振
興
基
金
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、
四
月
末
時

点
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
へ
の
登
録
件

数
（
登
録
手
続
き
の
完
了
）

の
事
業
者
登
録
は
わ
ず
か
四

万
六
千
七
百
八
十
九
件
（
一

％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
建
設
専
門

工
事
業
団
体
で
組
織
す
る

（
一
社
）
建
設
産
業
専
門
団

体
連
合
会
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

（
企
業
Ｉ
Ｄ
、
個
人
Ｉ
Ｄ
）

の
取
得
数
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
て
い
る
。全
管
連
で
は
、

会
員
企
業
の
全
数
調
査
は
困

難
で
あ
る
と
お
断
り
し
た

が
、
制
度
促
進
に
当
た
り
そ

の
普
及
状
況
等
を
把
握
す
る

必
要
性
か
ら
、
再
三
に
わ
た

り
協
力
要
請
を
受
け
た
こ
と

に
伴
い
、
可
能
な
範
囲
で
協

力
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
し
た
調
査

用
紙
に
よ
り
下
記
項
目
に
つ

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

１
．
内　

容　
　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

に
係
る
本
会
所
属
企
業
及
び

技
能
者
の
Ｉ
Ｄ
取
得
状
況

２
．
締　

切　
　

令
和
二
年

九
月
三
十
日
（
水
）
ま
で
。

低
廉
な
掛
金
で
労
災
・

工
事
に
起
因
す
る
リ
ス

ク
を
包
括
保
障

全
管
連
の

　団
体
保
障
制
度

・
法
定
外
労
働
災
害
補
償
制
度

・
管
工
事
賠
償
補
償
制
度

全
管
連

ニ
ュ
ー
ス
を
読
も
う

年
間
購
読
料　

二
五
〇
〇
円

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

Ｉ
Ｄ
取
得
に
関
す
る
調
査
実
施
中

建専連

・
回
答
期
限
９
月
30
日
（
水
）
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・
11
月
14
日
に
愛
知
県
国
際
展
示
場
で
開
催

第58回
　

第
五
十
八
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
は
、
十
一
月
十
三
日

（
金
）
か
ら
十
一
月
十
六
日

（
月
）
の
四
日
間
に
亘
っ
て

愛
知
県
常
滑
市
を
中
心
に
開

催
さ
れ
る
。
本
会
で
は
配
管

は
、
国
内
の
青
年
技
能
者
を

対
象
に
、
そ
の
技
能
レ
ベ
ル

の
日
本
一
を
競
い
合
う
競
技

大
会
で
あ
る
。

　

青
年
技
能
者
に
努
力
目
標

を
与
え
る
と
共
に
、
技
能
に

身
近
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
等
、
広
く
国
民
一
般
に

対
し
て
技
能
の
重
要
性
、
必

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
技
能

尊
重
気
運
の
醸
成
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

出
場
資
格
は
、
技
能
検
定

二
級
レ
ベ
ル
の
実
技
で
実
施

さ
れ
る
都
道
府
県
の
予
選
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
る
か
、

都
道
府
県
職
業
能
力
開
発
協

会
の
推
薦
と
な
る
。

　

競
技
は
当
日
配
布
さ
れ
る

課
題
図
（
八
月
二
十
五
日
に

公
表
さ
れ
た
参
考
課
題
を
競

技
当
日
に
一
部
変
更
、
下
図

参
照
）
に
示
す
作
品
を
製
作

す
る
。

全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
青
年

技
能
者
が
配
管
職
種
に
出
場

　

ま
た
、
同
職
種
に
参
加
す

る
本
会
所
属
員
企
業
の
選
手

一
人
に
五
万
円
の
助
成
を
行

っ
て
い
る
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
の
た
め
、
主
催
者
が

無
観
客
で
の
開
催
を
決
定
し

ま
し
た
。

○
大
会
概
要

１
、
配
管
職
種
の
競
技
会
場

　

愛
知
県
国
際
展
示
場
。

２
、
日
程

　

十
一
月
十
三
日
（
金
）
競

技
会
場
下
見
・
開
会
式
。

　

十
一
月
十
四
日
（
土
）
競

技
、
公
開
水
圧
審
査
。

　

十
一
月
十
六
日
（
月
）
成

績
発
表
、
閉
会
式
（
表
彰
）。

３
、
大
会
概
要

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w
.

javada.or.jp/

昨年開催された愛知大会の様子

技
能
五
輪
全
国
大
会（
配
管
職

種
）、
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
講
習
会

に
お
け
る
指
導
者
派
遣
に
つ
い
て

全管連

　

一
級
技
能
士
を
対
象
と
す

る
標
記
大
会
が
、
経
済
産
業

省
、
国
土
交
通
省
等
の
後
援

の
も
と
、
来
年
二
月
に
愛
知

県
の
愛
知
国
際
展
示
場
で
実

２
月
20
日
に
愛
知
県
国
際
展
示
場
で
開
催

施
さ
れ
る
。

　

主
催
の
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
及
び
厚
生
労
働
省

は
、
開
催
計
画
を
公
表
し
、

令
和
三
年
二
月
十
九
日（
金
）

め
、
全
管
連
で
は
、
配
管
技

能
の
向
上
・
継
承
、
後
継
技

能
者
の
確
保
・
育
成
等
に
つ

な
げ
る
た
め
、
同
職
種
に
参

加
す
る
本
会
所
属
員
企
業
の

選
手
一
人
に
十
万
円
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
技
能

大
会
出
場
者
等
へ
の
指
導
を

行
う
指
導
者
派
遣
を
行
っ
て

い
る
（
本
面
・
別
掲
記
事
参

照
）。

◇
第
三
十
一
回
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
（
愛
知
）

１
、
目
的

　

特
級
、
一
級
及
び
単
一
等

級
の
技
能
士
の
技
能
の
一
層

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
位
の
向
上
と
技
能
尊

重
気
運
の
醸
成
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

２
、
主
催　

厚
生
労
働
省
及

び
中
央
職
業
能
力
開
発
協

第
31
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
（
愛
知
）

「
建
築
配
管
」
職
種
競
技
を
開
催
へ

　

若
年
入
職
者
の
減
少
等
に

伴
い
、
担
い
手
と
な
る
若
年

技
能
者
の
人
材
確
保
・
育
成

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
全

管
連
で
は
、
技
能
大
会
出
場

者
へ
の
指
導
を
行
う
指
導
者

（
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
優
勝
者

等
）
派
遣
事
業
を
平
成
二
十

八
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
。
背
景
に
は
、
本
会
が
業

界
団
体
と
し
て
準
備
・
運
営

に
協
力
し
て
い
る
標
記
技
能

大
会
の
「
配
管
職
種
」
に
参

加
す
る
会
員
企
業
等
か
ら
指

導
者
が
減
少
し
て
お
り
、
大

会
へ
の
参
加
が
難
し
い
と
の

現
状
が
あ
る
。
本
事
業
に
よ

り
二
十
八
年
度
は
、
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
で
石
川
県
の
選
手

が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
二

十
九
年
度
は
、
技
能
五
輪
全

国
大
会
で
栃
木
県
の
選
手
が

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

今
年
度
は
八
月
二
十
一

日
、
二
十
二
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
本
事
業
が
石
川
県

金
沢
市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
石
川
に
お
い
て
、
同
県
よ

り
技
能
五
輪
参
加
希
望
者
へ

の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
た

会
、（
一
社
）
全
国
技
能
士

会
連
合
会
。

３
、
建
築
配
管
職
種
の
競
技

会
場
・
愛
知
県
国
際
展
示
場

（
予
定
）。

４
、
日
程

　

令
和
三
年
二
月
十
九
日

（
金
）　

競
技
会
場
下
見
・
開

会
式

　

二
月
二
十
日
（
土
）、
二

十
一
日
（
日
）
競
技
。

　

二
月
二
十
二
日
（
月
）
閉

会
式
（
表
彰
）。

５
、
参
加
者
数

　

選
手
・
約
五
百
人
、
大
会

役
員
な
ど
約
四
百
人
。（
前

回
大
会
実
績
）

６
、
出
場
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
。①
技
能
検
定
の
特
級
、

一
級
又
は
単
一
等
級
の
技
能

士
で
あ
る
こ
と
。
②
都
道
府

県
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長

令和２年度　第58回技能五輪全国大会「配管」職種参考課題図

（
写
真
）。
今
回
指
導
に
あ
た

っ
た
階
上
文
男
氏
は
、（
株
）

階
上
設
備
工
業（
青
森
県
連
）

代
表
取
締
役
で
、
第
十
八
回

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
優
勝
者
。

　

な
お
、
本
事
業
の
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。

１
、指
導
者
謝
金
（
二
日
間
）

十
万
円
（
税
抜
）、
全
管
連

が
二
分
の
一
を
補
助
。

２
、
交
通
費　

実
費
（
地
元

組
合
の
算
出
方
法
に
よ
る
）。

３
、
宿
泊
費　

一
万
五
千
円

（
一
泊
に
つ
き
、
税
込
。
指

導
者
は
前
日
よ
り
二
泊
）。

４
、
支
払
方
法　

１
～
３
の

費
用
を
実
施
組
合
よ
り
指
導

者
を
派
遣
し
た
企
業
へ
送

金
。

５
、指
導
者　

本
会
が
選
定
。

６
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

組
合

と
指
導
者
の
相
談
の
上
決

定
。

大
会
は
無
観
客
の
開
催
を
決
定
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催

又
は
都
道
府
県
技
能
士
会

（
連
合
会
）
会
長
か
ら
推
薦

さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。
③

過
去
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
の
同

一
職
種
に
お
い
て
、
第
一
位

の
者
で
な
い
こ
と
。

　

な
お
、
詳
細
は
各
都
道
府

県
の
職
業
能
力
開
発
協
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

７
、
表
彰　

①
主
催
者
賞

（
金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
）。
②

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
部
門
別

優
秀
者
）
③
厚
生
労
働
大
臣

賞
（
最
優
秀
者
及
び
最
優
秀

技
能
選
手
団
）。
④
厚
生
労

働
省
人
材
開
発
統
括
官
賞

（
優
秀
技
能
選
手
団
）
等
。

職
種
に
東
京
都

連
の
渡
邉
弘
幸

氏
と
金
子
達
之

輔
氏
を
競
技
委

員
と
し
て
派
遣

し
、
愛
知
県
連

よ
り
競
技
補
佐

員
を
派
遣
し
て

頂
く
な
ど
全
面

的
に
協
力
を
行

っ
て
い
る
。

　

こ
の
大
会

前回大会（神戸）の様子

か
ら
二
十
二

日
（
月
）
ま

で
の
競
技
日

程
と
な
る
。

　

近
年
、
建

築
配
管
職
種

の
競
技
へ
の

参
加
者
は
減

少
傾
向
に
あ

り
、
継
続
的

な
競
技
会
開

催
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
た

指
導
者
派
遣
の
様
子

四
六
〇
〇
円

技
能
五
輪
全
国
大
会
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所
属
員
企
業
の
経
営
に
関
す
る
実
態
調
査

報
告
書
の
概
要
に
つ
い
て
（
第
２
回
）

　
既
報
の
通
り
、
全
管
連
で

は
令
和
元
年
七
月
に
実
施
し

た
「
所
属
員
企
業
の
経
営
に

関
す
る
実
態
調
査
」
の
報
告

書
を
令
和
二
年
三
月
に
と
り

ま
と
め
、
四
月
末
に
会
員
団

体
に
送
付
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
都
道
府
県
連
を
通

じ
て
所
属
企
業
の
約
七
千
五

百
社
よ
り
回
答
が
あ
り
、
回

収
率
は
四
九
％
で
し
た
。

　
報
告
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
会
員
専
用
コ
ン
テ
ン

ツ
」
に
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も

に
、概
要
を
本
会
機
関
誌「
全

管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
六
・
七

月
号
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
詳
細
な
分
析
を
七
月
号

か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
報
告
書
は
、
①
企
業
の
概

要
（
若
年
・
女
性
・
外
国
人

従
業
員
等
）
②
建
設
業
許
可

業
種
等
（
指
定
工
事
店
等
）

③
完
工
高
お
よ
び
受
注
内
容

（
管
工
事
の
主
な
内
容
）
④

資
格
保
有
者
⑤
労
働
時
間
・

福
利
厚
生
等
（
休
日
形
態
、

残
業
時
間
等
）
⑥
労
働
者
の

雇
用
（
若
年
者
・
外
国
人
材

の
採
用
状
況
等
）
に
つ
い
て

ま
と
め
て
い
ま
す
。
本
紙
で

も
改
め
て
報
告
書
の
概
要
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、報
告
書
の
全
文
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員

専
用
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ユ
ー
ザ

ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
）

→
調
査
結
果
→
実
態
調
査
報

告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

２．会社の建設業種等について
（凡例：MA複数回答、SA単数回答）

４．完工高および受注内容について

問2−2.建設業の許可を受けていますか（MA）

管・水道施設・土木工事業の取得状況

問2−2.�業種別許可業者数
　　　　（特定大臣・特定知事・一般大臣・一般知事）
問2−2a.管工事業（SA）

問2−2b.水道施設工事業（SA）

問2−2c.土木工事業（SA）

問4−1.完成工事高に占める管工事の割合（SA）

問4−2.完成工事高に占める元請工事の割合（SA）

問4−3.完成工事高に占める公共工事の割合（SA）

問4−4.管工事の主な内容（MA）

６



２
０
２
１
年
版
全
管
連
手
帳

い
よ
い
よ
受
付
開
始
！

　

管
工
事
に
従
事
す
る
全
国

の
皆
様
か
ら
毎
年
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
、
業
務
に

役
立
つ
資
料
満
載
の
「
二
〇

二
一
年
版　

全
管
連
手
帳
」

の
申
込
を
開
始
し
、
只
今
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

手
帳
は
作
業
着
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
る
ハ
ン
デ
ィ
な
大
き

さ
で
、
現
場
に
役
立
つ
基
礎

資
料
が
満
載
で
す
。

　

お
申
込
は
、地
元
組
合
か
、

郵
便
振
替
（
口
座
番
号
〇
〇

一
一
〇
―
六
―
八
八
六
一

四
）
又
は
現
金
書
留
郵
便
に

て
冊
数
を
明
記
の
う
え
、
代

金
を
送
料
と
も
に
全
管
連
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。
申
込
書

は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.zenkanren.

or.jp/issue-books/
）
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

大
き
さ
は
縦
14
・
５
cm
×

横
８
cm
×
厚
み
１
cm
。

・
現
場
に
役
立
つ
情
報
満
載

・
作
業
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
ハ
ン
デ
ィ
な
大
き
さ

１
、頒
布
価
格
（
消
費
税
込
）

　

一
部
八
〇
〇
円
、
百
部
以

上
一
部
に
つ
き
七
〇
〇
円
、

五
百
部
以
上
一
部
に
つ
き
六

五
〇
円
。

２
、
送
料　

　

一
部
〜
二
部　

二
九
〇

円
、
三
部
〜
四
部　

四
一
〇

円
、
五
部
〜
十
部　

七
三
〇

円
、十
一
部
〜
九
十
九
部（
申

込
部
数
×
一
〇
円
）
＋
七
五

〇
円
、百
部
以
上
送
料
無
料
。

３
、
名
入
れ
サ
ー
ビ
ス

　

五
十
部
以
上
は
、
社
名
等

の
印
刷
を
サ
ー
ビ
ス
い
た
し

ま
す
。
印
刷
は
社
名
・
電
話

番
号
の
み
で
、
住
所
は
印
刷

で
き
ま
せ
ん
。

４
、
設
備
工
事
技
術
関
係
資

料
　

管
材
料（
鋼
管
、銅
管
等
）、

給
水
（
衛
生
器
具
・
水
栓
の

流
量
等
）、
ポ
ン
プ
電
動
機
、

消
火
（
設
置
基
準
、
放
水
性

能
）、
給
湯
（
電
気
温
水
器

等
）、
排
水
（
屋
外
排
水
管

等
）、
屎
尿
浄
化
槽
等

部
長
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催 

　

標
記
会
議
が
八
月
二
十
五

日
、
午
後
二
時
よ
り
行
わ
れ

た
。
当
日
は
、（
一
）
こ
れ

か
ら
の
管
工
事
業
界
の
た
め

に
―
全
管
連
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇

二
〇
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
た
。

令
和
２
年
度「『
見
え
る
』安
全
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施
に
つ
い
て

厚労省

・「
見
え
る
」
安
全
活
動
の
創
意
工
夫

　

事
例
を
募
集
中
（
９
月
30
日
〆
切
）

　

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
災

害
防
止
に
向
け
た
事
業
場
・

企
業
の
取
組
み
事
例
を
募

集
・
公
開
し
、 

国
民
か
ら
の

投
票
等
に
よ
り
優
良
事
例
を

選
ぶ
、
令
和
二
年
度
「『
見

え
る
』
安
全
活
動
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
八
月
三
日
よ
り
九
月

三
十
日
を
応
募
期
間
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。
七
月
二
十

九
日
付
で
労
働
基
準
局
安
全

衛
生
部
長
名
を
も
っ
て
本
会

宛
に
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

応
募
要
領
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
詳
細
は
同

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。

h
ttp
s://w

w
w
.m
h
lw
.

go.jp/stf/ new
page_

12637.htm
l

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
安
全

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
場
等
が
国
民
や
取

引
先
に
注
目
さ
れ
る
運
動

「
あ
ん
ぜ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
平
成
二
十
三
年
度
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

設
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:/
/

anzeninfo.m
hlw
.go.jp/

anzenproject/concour/

oubo.htm
l

）
か
ら
申
請
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
電
子

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
応
募
。

申
請
書
に
取
組
み
の
様
子
を

記
入
し
、
画
像
等
の
デ
ー
タ

も
併
せ
て
電
子
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
腰
痛
、
熱
中
症
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
の
労
働

衛
生
分
野
も
対
象
で
す
。

３
、
取
組
事
例
へ
の
投
票
方

法　
「『
見
え
る
』
安
全
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
」
特
設
ペ
ー
ジ

内
の
「
応
募
作
品
」
ペ
ー
ジ

か
ら
誰
で
も
簡
単
に
投
票
で

き
ま
す
（
投
票
期
間
・
令
和

二
年
十
一
月
二
日
（
月
）
〜

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日

（
木
））。

で
十
回
目
を
迎
え
る
。

１
、
応
募
期
間

　

令
和
二
年
八
月
三
日

（
月
）
〜
九
月
三
十
日

（
水
）。

２
、
取
組
事
例
の
応
募
方

法　
「
あ
ん
ぜ
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
「『
見
え
る
』
安

全
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
特

７

「
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」締
切
間
近

第
62
回
水
道
週
間
協
賛
・
厚
生
労
働
省
後
援

全管連

　

本
会
が
後
援
団
体
と
し
て

参
加
し
、
特
別
賞
（
全
管
連

会
長
賞
）を
設
け
て
い
る「
水

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」（
水

道
産
業
新
聞
社
主
催
）
は
作

品
を
広
く
募
集
中
で
す
。
応

募
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.su
id
ou
.

co.jp

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
水
の

あ
る
風
景
、
水
を
利
用
し
て

い
る
場
面
、
水
道
施
設
、
水

道
施
設
工
事
に
汗
を
流
す

人
々
な
ど
、
水
を
テ
ー
マ
に

作
者
の
自
由
な
視
点
で
情
景

を
切
り
取
り
、
表
現
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
、
応
募
期
間　

令
和
二
年

六
月
一
日
（
月
）
〜
十
月
一

日
（
木
）
当
日
消
印
有
効
。

２
、
応
募
方
法　

作
品
は
未

発
表
の
自
作
品
で
か
つ
応
募

者
ご
自
身
に
限
り
ま
す
。
作

品
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
ワ
イ

ド
四
ツ
切
ま
で
の
カ
ラ
ー
又

は
白
黒
写
真
。
必
ず
印
画
紙

（
銀
塩
タ
イ
プ
）
プ
リ
ン
ト

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
デ
ジ

タ
ル
作
品
の
場
合
、
デ
ー
タ

加
工
は
不
可
。

３
、
作
品
の
送
り
先

　

水
道
産
業
新
聞
社
「
水
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
三　

東

京
都
港
区
西
新
橋
三
―
五
―

二
、
電
話
〇
三
―
六
四
三
五

―
七
六
四
四
。

４
、
発
表　

十
月
下
旬
に
入

賞
者
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
水
道
産
業
新
聞
紙
上
な

ど
で
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

来
年
五
月
以
降
、
横
浜
市
及

び
他
の
水
道
事
業
体
な
ど
で

作
品
展
示
の
予
定
で
す
。

５
、
賞
・
副
賞
（
前
回
実
績
）

①
グ
ラ
ン
プ
リ
（
厚
生
労
働

大
臣
賞
）
一
名
（
副
賞
・
賞

金
五
万
円
他
）

②
特
別
賞
（
本
会
会
長
賞
含

む
）
八
名
（
副
賞
・
賞
金
三

万
円
と
富
士
フ
イ
ル
ム
〝
ウ

ォ
ー
ル
デ
コ
〞）
他
。

・
10
月
１
日
（
木
）　

締
切

２
０
２
０
年
度
版　

積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
機
械
・
電

気
・
建
築
）
の
ご
案
内

　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
斡
旋
・
頒
布
中
で
す
。

お
求
め
は
全
管
連
所
属
の
地

元
組
合
又
は
全
管
連
へ
お
申

込
下
さ
い
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
現
金
書
留
又
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
一
一
〇
―

六
―
八
八
六
一
四
）
に
て
図

書
代
金
及
び
送
料
を
前
入
金

に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

両
図
書
は
、
公
共
建
築
工

事
積
算
基
準
、標
準
仕
様
書
、

標
準
図
に
準
拠
し
、
二
〇
二

〇
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
と
最
新
の
材
料
単
価
で

全
国
主
要
十
地
区
の
複
合
単

価
を
作
成
し
、
積
算
業
務
や

現
場
の
施
工
業
務
に
携
わ
る

方
の
た
め
に
使
い
や
す
く
、

簡
単
に
理
解
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
版　

積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
機
械
設
備

工
事
・
電
気
設
備
工
事
・
建

築
工
事
共
通
）

①
編
集
・
発
行　
（
株
）
全

日
出
版
社
。

②
体
裁　

Ｂ
五
判
、
七
百
二

十
頁
。

③
定
価　

七
千
七
百
円
（
税

込
）。

④
送
料　

一
冊　

五
百
八
十

円
、
二
〜
三
冊　

七
百
二
十

円
、
四
〜
六
冊　

九
百
六
十

円
、
七
〜
九
冊　

千
百
七
十

円
、
十
冊
〜
十
四
冊　

千
三

百
六
十
円
、
十
五
〜
十
九
冊

　

千
五
百
七
十
円
、
二
十
冊

以
上　

無
料
。

◇
機
械
設
備
工
事
積
算
実
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
令
和
二
年
度

の
主
な
改
訂
ポ
イ
ン
ト
◇

・
保
温
工
事
の「
ダ
ク
ト
類
」

は
、
複
合
単
価
の
掲
載
方
法

を
見
直
し
、
よ
り
見
や
す
い

内
容
へ
変
更
。

・「
桝
類
」
は
、
図
表
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
各

仕
様
の
詳
細
を
一
覧
表
に
ま

と
め
て
追
加
。

・
す
べ
て
の
材
料
を
精
査

し
、
最
新
の
材
料
単
価
に
入

替
え
て
複
合
単
価
を
算
出
。

・
機
器
搬
入
・
土
工
事
は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
し
、
よ

り
理
解
し
や
す
い
内
容
に
。

・
衛
生
器
具
設
備
で
は
、
使

い
勝
手
を
考
慮
し
、
据
付
け

費
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
。
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４
日　

技
能
五
輪
大
会
の
運

営
に
係
る
打
合
せ
が
午
前
十
一

時
よ
り
、
東
京
都
新
宿
区
の
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会
に
て
行

わ
れ
、
佐
藤
次
長
、
仲
村
主
任

が
出
席
し
た
。

同
日　
（
一
財
）
日
本
ガ
ス

機
器
検
査
協
会
の
ガ
ス
機
器
設

置
技
能
資
格
制
度
運
営
委
員
会

が
書
面
に
て
開
催
さ
れ
、
和
田

経
営
部
長
が
出
席
し
た
。

同
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
同
会
に
て
行
わ

れ
、 

渡
邉
弘
幸
氏
、
金
子
達
之

輔
氏
が
出
席
し
た
。

５
日　

全
国
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
令
和
二
年
度
全
国
団

体
運
営
研
修
会
が
午
後
一
時
五

十
五
分
よ
り
、
東
京
都
中
央
区

の
同
会
に
て
行
わ
れ
、
佐
藤
次

長
が
出
席
し
た
。

６
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
令
和
二
年
度
第
二
回
運

営
委
員
会
が
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
中
央
区
の
空
衛

会
館
に
て
行
わ
れ
、
安
田
技
術

参
与
、
阿
部
技
術
参
与
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

７
日　

第
三
十
四
回
「
浄
化

槽
の
日
」
企
画
委
員
会
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
）
が
午
後
一

時
三
十
分
よ
り

行
わ
れ
、
鈴
木

課
長
が
出
席
し

た
。18

日　

第
五

十
八
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競

技
委
員
会
第
二
回
「
配
管
分
科

会
」
が
午
後
二
時
よ
り
、
第
三

十
一
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
競
技

委
員
会
第
一
回
「
建
築
配
管
分

科
会
」
が
午
後
三
時
三
十
分
よ

り
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連
会

館
に
て
行
わ
れ
、渡
邉
弘
幸
氏
、

金
子
達
之
輔
氏
、
佐
藤
次
長
、

仲
村
主
任
が
出
席
し
た
。

20
日　

令
和
二
年
度
施
工
技

術
調
査
検
討
会
（
第
一
回
検
討

会
及
び
幹
事
会
）
が
午
後
二
時

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
厚

生
労
働
省
に
て
行
わ
れ
、
鈴
木

技
術
参
与
、
松
本
常
務
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

21
日　

技
能
五
輪
全
国
大

会
、
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
講
習
会

が
二
十
二
日
ま
で
石
川
県
金
沢

市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
石
川

に
て
行
わ
れ
、
階
上
文
男
氏
が

指
導
を
行
っ
た
。

同
日　

貯
水
槽
中
央
協
議
会

の
事
務
連
絡
会
が
午
後
三
時
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
（
公

財
）
日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
上
田

局
長
が
出
席
し
た
。

22
日　

全
管
連
青
年
部
の
令

和
二
年
度
正
副
会
長
部
会
長
会

議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
の
第
五
回
が
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
第
百
二

十
四
回
理
事
会

が
午
後
四
時
よ

り
行
わ
れ
、
佐

藤
次
長
、
依
田

主
任
が
出
席
し

た
。24

日　

令
和

二
年
浄
化
槽
設

備
士
試
験
委
員
会
（
第
二
回
）

が
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
墨
田
区
の
（
公
財
）
日
本

環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て

行
わ
れ
、
高
橋
技
術
参
与
が
出

席
し
た
。

同
日　

特
定
技
能
の
外
国
人

材
に
係
る
打
合
せ
が
午
後
二
時

よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管

連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
阿
部
技

術
参
与
、
茨
木
技
術
参
与
、
松

本
常
務
、
依
田
主
任
、
仲
村
主

任
が
出
席
し
た
。

25
日　

部
長
会
議（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
行
わ

れ
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

藤
川
会
長
、
原
災
害
対
策
担

当
副
会
長
、
岩
野
総
務
部
長
、

石
田
経
理
部
長
、
和
田
経
営
部

長
、
藤
原
広
報
部
長
、
鹿
野
事

業
部
長
、
大
熊
技
術
部
長
、
粕

谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田
局

長
、
佐
藤
次
長
、
鈴
木
経
理
課

長
、
依
田
主
任
、
阿
蘇
主
任
、

仲
村
主
任
。

27
日　

全
管
連
六
十
周
年
記

念
誌
発
刊
に
伴
う
座
談
会
が
正

午
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の

法
曹
会
館
に
て
行
わ
れ
、
藤
川

会
長
、
粕
谷
専
務
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

全
管
連
の
う
ご
き

８月

2021年版「全管連手帳」2021年版「全管連手帳」

2021年版　全管連手帳申込書800
700
650

290
410
730
750

お届けはスピーディー!11月中にはお手元へ。

e-mail

e-mail:ida-jiro@zenkanren.or.jp

〒170-0004
東京都豊島区北大塚3-30-10
全管連会館内

TEL.03-5981-8957
FAX.03-5981-8958

2021
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（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
に
お
い
て
は
、
令

和
二
年
度
給
水
装
置
工
事
配

管
技
能
検
定
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

「
事
業
の
運
営
の
基
準
」
と

し
て
、
水
道
法
施
行
規
則
第

三
十
六
条
第
二
号
に
、
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

の
給
水
装
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
技
能
を
有
す
る

者
に
施
行
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
適
切
な
技
能
を

有
す
る
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者

及
び
水
道
事
業
者
の
い
ず
れ

令和２年度

の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
も
同
検
定
会

を
別
表
の
と
お
り
全
管
連
及

び
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

の
後
援
の
も
と
に
実
施
す

る
。

　

こ
の
検
定
会
の
実
施
に
際

し
て
は
、
全
管
連
都
道
府
県

支
部
が
協
力
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
検
定
会
日
程
を
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
ご
参
照

下
さ
い
。

https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/

給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

　

検
定
会
の
ご
案
内

︱
厚
労
省
事
務
連
絡
に
基
づ
く

　

配
水
管
へ
の
分
水
栓
の
取
り
付
け
、

　

配
水
管
の
せ
ん
孔
技
能
取
得
を
︱

給
水
装
置
工
事
技
術
指
針
の

ご
案
内
　
　
　
　
給
水
財
団

　（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
は
、
標
記
指
針
を

発
刊
し
て
い
ま
す
。本
書
は
、

本
書
一
冊
で
給
水
装
置
工
事

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
知
識
を

修
得
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

給
水
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/

　

お
求
め
は
、
所
属
の
組
合

又
は
全
管
連
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
の
上
お
申
込
下
さ
い
。

①
体
裁
・
Ａ
４
判
、
本
編
と

資
料
編
の
合
冊
構
成
。

②
定
価
・
七
千
七
百
円
（
税
・

送
料
込
み
）
／
一
冊

③
目
次　

公
衆
衛
生
概
論
、

水
道
行
政
、
給
水
装
置
の
概

要
、
給
水
装
置
の
構
造
及
び

性
能
、
給
水
装
置
工
事
法
、

給
水
装
置
施
工
管
理
法
、
給

水
装
置
計
画
論
、
給
水
装
置

工
事
事
務
論
。

「全国標準検定」及び「地域オプション検定」の検定課程
検定種別 受検資格 検定内容

１．全国標準検定 給水装置工事の実務経験を
２年以上有する者

「サドル付分水栓による配水管（口径75mmダクタイル鋳
鉄管）の分岐穿孔・水圧試験」及び「給水管（３管種）の
切断・接合・組立・水圧試験」
　ただし、給水管の接合に関する資格を既に有する者は、
給水管の切断・接合・組立を免除することができる。

２　ポリエチレン管検定

給水装置工事配管技能検定 
（全国標準検定等）合格者
及び給水装置工事配管技能
者認定者

「水道配水用ポリエチレン管へのサドル付分水栓（鋳鉄
製）の取付け・分岐穿孔・水圧試験」及び融着接合・水圧
試験」」

３．地域オプション検定
　　（開催都道府県水道事業体の必要に応じて実施する。）

⑴ダクタイル鋳鉄管配管

給水装置工事配管技能検定
（全国標準検定等）合格者
及び給水装置工事配管技能
者認定者

「給水管（口径75mmのダクタイル鋳鉄管）の切断・接
合・組立・水圧試験」

⑵給水管(ステンレス鋼鋼管）
　配管コース

給水装置工事の実務経験を
２年以上有する者

「サドル付分水栓による配水管（口径75mmダクタイル鋳
鉄管）の分岐穿孔・水圧試験」及び「給水管（水道用波状
ステンレス鋼鋼管、ステンレス鋼鋼管を含む５管種）の接
合・組立・水圧試験」

⑶甲型分水栓取付工法－Ⅱ 同　上

「甲型又は乙型分水栓による配水管（口径75mmダクタイ
ル鋳鉄管）の分岐穿孔・水圧試験」及び「給水管（３管
種）の切断・接合・組立・水圧試験」
　ただし、給水管の接合に関する資格を既に有する者は、
給水管の切断・接合・組立を免除することができる。

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）
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通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
　
　
　
　
　
３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進

令和２年度　給水装置工事配管技能検定会の開催日程
令和２年８月２８日現在

№ 都道
府県 会場 会場所在地 開催期日 検定会種類

1 埼玉 埼玉県管工事会館 さいたま市中央区下落合４－１４－１１ 令和２年９月１２日（土） 全国標準（B）

2 千葉 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町２３８５－７ 令和２年９月１７日（木）
全国標準（B）
ポリエチレン
管

3 新潟 新潟市水道局水道研修センター 新潟市中央区関屋下川原町１－３－３ 令和２年９月１９日（土） 全国標準（A）

4 神奈川 神奈川県管工事業協同組合 海老名市中央３－３－１２ ＊ 令和元年度延期分 
令和２年９月２６日（土） 全国標準（A）

5 岩手 花巻職業訓練協会 岩手県花巻市二枚橋５地割６番地２２ 令和２年１０月２日（金） 全国標準（A）

6 山口 宇部管工事協同組合会館 宇部市大字善和２０３番地１１８ 令和２年１０月３日（土） 全国標準（A）

7 富山 富山市管工事協同組合会館 富山市城川原２－９－１０ 令和２年１０月８日（木） 全国標準（A）

8 北海道 札幌市産業振興センター
産業振興棟２階セミナールーム A 札幌市白石区東札幌５条１丁目 令和２年１０月１１日（日） 全国標準（A）

分岐穿孔のみ

9 宮崎 宮崎水道会館 宮崎県鶴島３－ １７５ －１ 令和２年１１月１日（日） 全国標準（A）

10 山形 山形市上下水道施設管理センター
３階研修室 山形市南石関２７番地 令和２年１１月５日（木） 全国標準（A）

11 広島 広島市指定上下水道工事業協同組合 広島市西区商工センター８－３－２７ 令和２年１１月７日（土） 全国標準（A）

12 滋賀 (独) 高齢・障害・求職者雇用支援機構 大津市光が丘町３－１３ 令和２年１１月７日（土） 全国標準（A）

13 京都 京都市上下水道局太秦庁舎　研修施設 京都市右京区太秦安井一町田町
14 番地 令和２年１１月７日（土）

全国標準（A）
ステンレス配
管

14 静岡 静岡市上下水道局門屋浄水場 静岡市葵区門屋９９ 令和２年１１月１２日（木） 全国標準（A）

15 熊本 熊本市上下水道
西部上下水道センター 熊本市西区池上町９０１－１ 令和２年１１月２８日（土） 全国標準（A）

16 奈良 奈良県立高等技術専門校 磯城郡三宅町石見４４０ 令和３年３月１４日（日） 全国標準（A）

新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期される場合があります。


